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Transition on Grape Production in Okayama prefecture
＊Fumikazu ICHIMINAMI
In this paper, we aim to explain the history and areal distribution of grape production in Okayama
prefecture with the special attention to the main kinds of grapes. Although Muscat cultivation in glass-
house was already been introduced in the 19 century, grape production had remarkably increased upth
to 20 century. After various kinds of grapes such as Neo-Muscat and Campbell Early have beenmid- th
cultivated, it has come to concentrate on the production of in Okayama prefecture. ThePioniere
cultivated area of grapes is, however, decreasing gradually due to aging in the farm labor force and the
lack of agricultural successors. In the light of the investigations, this research subsequently stated the
outline and the transition of the grape production with the exsisting statistical materials etc.
grape production, grape varieties, , Okayama prefectureKey words: Pioniere
１ はじめに
本論文の目的は，岡山県の葡萄（以下では，ブドウ
） ， ．と表記 生産の変遷を 概括的に論評することである
， ，岡山県の果樹のうち ブドウが最大の栽培面積を誇り
桃のそれよりも広い．ブドウ生産の伸びが顕著であっ
，た高度経済成長期の頃には 小林 や中藤， （ ） （ ）1967 1967
松井（ 高田（ ）の研究があった このう1974 1978）， ．
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． ， ． ，ある 大粒系では 赤色と黒色が多い 栽培面積では
「巨峰 （ ）と「ピオーネ （ ）が突」 」5,943.7ha 2,061.8ha
出している 甲斐路 赤嶺 藤稔 高尾 ロ．「 」，「 」，「 」，「 」，「
」，「 」ザリオビアンコ マスカットオブアレキサンドリア
（ ）では， 以上の栽培面積がある．しか152.9ha 100ha
し 「シャインレッド 「ルビーオクヤマ」などの栽， 」，
培面積は非常に狭い．また，岡山県では冬季に温室ブ
ドウとして出回る「グローコールマン」の栽培面積
（ ．うち，岡山県分は約 ％の ）も非常26.3ha 94 24.6ha
に少ない．また， と共通することであるが，登録図２
済みの品種だけではなく，未登録の品種も混在してお





ブドウである 「デラウェア （ ）は，山形県や． 」 3,326ha
山梨県で多いが，全国的に栽培されており 「キャン，
ベルアーリー （ 「マスカットベリー 」」 ），843.7ha A
（ ），「 」（ ） ． ，502.4ha 499.3haナイヤガラ も多い しかし
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図３ 日本のブドウの栽培面積と収穫量の推移、1905～1955年
年から 年は沖縄県を含まない． 年から 年は，結果樹面積．1944 1955 1944 1955
農林水産省大臣官房統計部生産流通消費統計課「果樹生産出荷統計」により作成．
図４ 日本のブドウの栽培面積と収穫量の推移、1955～2003年
年から 年は沖縄県を含まない． 年から 年は，結果樹面積．1955 1975 1955 1973
農林水産省大臣官房統計部生産流通消費統計課「果樹生産出荷統計」により作成．
次に，日本のブドウの栽培面積（あるいは，結果樹
面積）と収穫量について， は （明治 ）年か図３ 1905 38
1955 30 1955 2003ら （昭和 ）年までを， は 年から図４
15 1905 1,840ha（平成 ）年までを示している． 年には
， （ ）に過ぎなかったブドウの栽培面積は 年1935 10,500ha
， ，頃まではおおむね順調に増加したが その後は停滞し
やがて第二次世界大戦時下や戦後にかけて減少した．
1949 4,150ha 1965年の の極小値を境にして，その後は
年頃まで，栽培面積は急増した．しかし，その後は停
滞期になり，第一次石油危機のために一旦，落ち込ん
． ， （ ）でいる その後 ブドウの栽培面積は 年1980 27,900ha
まで増加したが，それ以降は減少の一途を辿り， 世21







量の推移は， と から明らかなように，栽培面積図３ 図４





は約 倍になり，収穫量は約 倍になったことに10.5 33
なる．
次に，岡山県のブドウの統計のうち，収穫量の推移
を と に示した．ブドウの収穫量は明治後期の図５ 図６
年には トンに過ぎなかったが，それ以降，お1905 397
おむね順調に増加して， 年には トンを超え1941 7,000
た．収穫量は戦時中から第二次世界大戦後にかけて減













1950 4,624 1960ウ栽培戸数を拾ってみると， 年が 戸，
， ， ，年が 戸 年が 戸 年が 戸11,433 1970 9,623 1980 6,238






－１ 層が ％を占めており，０－２ 層の累計ha 44.4 ha
では ％になる．これは栽培面積についても類似して95







す 万円層は約 ％である．また， 万円未100-200 23 500
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表１ 経営規模別の岡山県のブドウ生産（2005年）
（ ）経営耕地面積 栽培実経営体（構成率） 栽培面積 構成率
－ －経営耕地面積なし
（ ） （ ）0.3 ha 225 5.8 26.48 ha 2.9未満 ％ ％
（ ） （ ）0.3 - 0.5 762 19.5 109.04 12.0
（ ） （ ）0.5 - 1.0 1,729 44.4 412.31 45.3
（ ）1.0 - 1.5 761 19.5 196.92 21.7（ ）
（ ）1.5 - 2.0 225 5.8 75.26 8.3（ ）
（ ）2.0 - 2.5 89 2.3 34.79 3.8（ ）
（ ）2.5 - 3.0 36 0.9 15.06 1.7（ ）
（ ）3.0 - 4.0 27 0.7 11.73 1.3（ ）
（ ）4.0 - 5.0 19 0.5 7.8 0.9（ ）
（ ）5.0 - 7.5 17 0.4 12.57 1.4（ ）
7.5 - 10.0 2 0.05 x（ ）
（ ）10.0 - 15.0 3 0.08 2.36 0.3（ ）
15.0 - 20.0 2 0.05 x（ ）
20.0 - 25.0 xｘ
25.0 - 30.0 xｘ
30.0 - 40.0 xｘ
以上 － －40 ha
合 計 ( ％) ( ％)3,898 100 90,947 100
岡山県企画振興部統計管理課（ ： 年農林業センサス結果2006 2005）「
報告書 農林業経営体調査 ， ．により作成．」 714p
表２ 販売金額別の岡山県のブドウ生産（2005年）
販売金額 栽培実経営体数 構成率 栽培面積 （構成率）（ ）
販売なし （ ％） （ ％）49 1.3 6.13 ha 0.7
（ ）50 632 16.2 57.85 6.4万円未満 （ ）
（ ）50 100 738 18.9 86.12 9.5ｰ （ ）
（ ）100 - 200 885 22.7 160.25 17.6（ ）
（ ）200 - 300 516 13.2 136.4 15.0（ ）
（ ）300 - 500 508 13.0 140.41 15.4（ ）
（ ）500 - 700 214 5.5 90.69 10.0（ ）
（ ）700 - 1,000 178 4.6 118.37 13.0（ ）
（ ）1,000 - 1,500 111 2.8 59.79 6.6（ ）
（ ）1,500 - 2,000 36 0.9 27.42 3.0（ ）
（ ）2,000 - 3,000 22 0.6 20.28 2.2（ ）
（ ）3,000 - 5,000 5 0.1 3.79 0.4（ ）
x x５千万 １億円-
1 - 3 x x億円
－ －3 億円以上
合 計 ％ （ ％）3,898 100 909.47 100（ ）
岡山県企画振興部統計管理課（ ： 年農林業センサス結果2006 2005）「




















， ，収穫量が多かった 年代を過ぎると 収量が漸減し1970








， ， ．主役は からも明らかなように ピオーネである図９






2007 2005農林水産省生産局果樹花卉課 によれば（ ） ，
，年の岡山県の生食用ブドウの主要品種の栽培面積では
ピオーネ ，マスカットオブアレキサンドリア832ha
，藤稔 ，ネオマスカット ，グローコ148ha 31.2ha 28.7ha
ールマン ，安芸クィーン ，瀬戸ジャイア24.6ha 16.5ha
ンツ ，マスカットベリーＡ ，キャンベル18.3ha 17.6ha





中国四国農政局統計情報部「岡山農林水産統計年報 昭和 ～ 年」により作成．45 46
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図８ 岡山県におけるブドウの収穫量の市町村別分布（2000年）

















， （ ） ，また 昭和２ 年の岡山縣統計年報によると1926
ブドウの玻璃室栽培による樹数は 本（岡山県全18,968
体の ％ ，収穫高は 貫≒ トン（岡山県全2.7 3,941 14.8）
体の ％ ，價格は 円（岡山県全体の ％）0.5 18,482 5.8）
であり，ガラス温室による栽培が徐々に普及していた
ことがわかる．また，岡山県全体の収穫高の 貫3,941
のうちの ％に相当する 貫が当時の御津郡に集97 3,835
2,965中していたことも明らかであり，中でも，横井（
貫， ％）と野谷（ 貫， ％）に特に集中してい75 870 22
た．そして， （昭和 ）年に，マスカットのビニ1955 30
ールハウス栽培が始まった．
次に，ブドウの出荷時期を，出荷量と主要な品種ご











中国四国農政局統計情報部「岡山農林水産統計年報 平成 ～ 年」により作成．12 13
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リー，ネオマスカット，マスカットベリー などがあA
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